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１．研究目的 

 益田市地先の砂浜域にはチョウセンハマグリ

が生息しており、平成 12 年頃から漁獲量が増加

し始め、平成 20 年には 10t を越える漁獲があっ

た。地元から生息状況調査の要請があったので、

主に稚貝を対象に、分布状況の調査を行った。 

2．研究方法 

益田市東部の木部から西部の戸田にかけて

14 本の調査ラインを設け、それぞれのラインの

水深 1，2，4m 地点で調査を行った。 

チョウセンハマグリは、水深 1m 地点ではジョ

レンにより採集し、水深 2，4m 地点ではダイバ

ーによる 1m 方形枠内での採集を行った。 

また、各ラインの水深 1，2，4m の地点の底質

の粒度組成と、水深 2，4m の地点の表面から底

付近まで 26 地点（2 地点は欠測）の水温、塩分、

溶存酸素量を測定した。 

さらに、調査区域付近の植物プランクトンの

状況を把握するため、海面のクロロフィル量の

分布状況の推移を JAXA の衛星画像を用いて観

察した。 

得られた標本は殻長と全重量を測定した後、
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所資源培養研究室に依頼し、軟体部（斧足筋肉

部）の炭素・窒素安定同位体比の分析を行って

主要餌料源を推定した。 

3. 研究結果 

（１）チョウセンハマグリの分布 

 チョウセンハマグリの分布は津田付近の１ラ

イン，遠田付近の２ライン、およびチョウセン

ハマグリの漁場である益田川と高津川に挟まれ

た３ラインの合計 6 ラインの水深 1～4m の地点

で確認された。なお、高津川より西側では採集

されなかった。 

チョウセンハマグリが確認された地点での生

息密度は、益田川より東側で 1～2 個体/㎡（平

均 1.3 個体/㎡）、益田川と高津川の間で 0.5～4

個体/㎡（平均 2 個体/㎡）であり、漁場である

益田川と高津川に挟まれた地点で多い傾向があ

った。採集された個数の最も多かった水深は 1m、

次いで 2m であった。 

 殻長 5cm 以上を成貝とすると、成貝が出現し

たラインは益田川と高津川に挟まれた区域のみ

であった。益田川より東側では稚貝のみ出現し、

益田川と高津川に挟まれた区域では、高津川に

最も近いラインでは成貝のみが出現したが、他

の 2 ラインでは成貝、稚貝とも出現した。しか

し、採集個体数が少なかったため、資源状況の

解析はできなかった。 

（２）チョウセンハマグリの分布と環境要因と

の関係 

 チョウセンハマグリが出現した地点の底質の

粒度組成は、粗砂の割合が低く、細砂の割合が

高い傾向があった。また、塩分とチョウセンハ

マグリの分布との間には明確な傾向は見られな

かった。 

 衛星による高津川周辺のクロロフィルの水平

分布を観察したところ、高津川沿岸でクロロフ

ィル濃度の高い傾向が見られた。 

（３）チョウセンハマグリの餌料源 

 チョウセンハマグリの主要餌料を炭素・窒素

安定同位体比を用いて分析したところ、すべて

の個体が海産起源の植物性餌料を摂っているこ

とがわかった。このうち、小型個体では植物プ

ランクトンが主要餌料であったのに対し、殻長

10cm 以上の個体では植物プランクトンに加え

て底生珪藻類もかなりの割合で食べていると推

定された。
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